
 

 

 

 

 

返還免除内定制度は、貸与終了時期に決定する「業績優秀者返還免除候補者（特に優れた業績により

返還を免除される者）」を進学時に内定する制度です。大学から候補者を推薦し、日本学生支援機構（以

下「機構」という。）で審査のうえ内定者が決定されます（次年度 5月頃）。 

内定者は、貸与終了年度に「業績優秀者返還免除候補者」として機構へ推薦しますが、その際は本人

申請が必要となります（業績を証明する書類の提出及び研究科の推薦を含む）。 

内定を得られなかった方も、貸与終了年度に「業績優秀者返還免除制度」へ応募することができます

（以上、別紙「参考資料」参照）。 

 

１．申 請 対 象 者   令和 6年度に博士・博士後期課程 1年次に進学し、第一種奨学生として

採用された者 
※ 下記の者は申請できません。 

①令和 6年度に貸付終了･辞退予定の者 

②令和 7 年度日本学術振興会特別研究員採用予定者（令和 6 年度中に奨学金の辞退が必要） 

③国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の下記事業の支援を受けている又は受ける予

定の者（業績優秀者返還免除の対象外） 

・科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業 

・次世代研究者挑戦的研究プログラム 

・国家戦略分野の若手研究者及び博士後期課程学生の育成事業 

次世代 AI 人材育成プログラム 

２．申 請 書 類  

学生生活支援情報ホームページ「奨学金」の「⑧返還免除内定制度」からダウンロード。 
 

https://slsi.skr.u-ryukyu.ac.jp/gksien/?page_id=26 
 

(1)【博-1】博士課程進学に伴う採用時返還免除内定候補者に係る申請書（ﾊﾟｿｺﾝ入力可） 
 

(2)【大学様式】修士・博士前期課程相当の研究科長等からの推薦書（ﾊﾟｿｺﾝ入力可） 

※ 他大学・大学院からの進学者は、当該大学院において指導を受けていた教員により推薦書を記

入（修士・博士前期課程相当の通算 GPA を記載） 
 

(3) 修士・博士前期課程（相当）の成績証明書 

 

３．提 出 期 限   ２０２４年１１月２９日（金）期限厳守 

 

４．提 出 先   各研究科の学務事務担当者 

 

５．内 定 の 取 消  

(1) 内定者が貸与期間中に「停止」又は「廃止」の処置を受けた場合（やむを得ない場合を除く） 
 

(2) 貸与終了年度の免除候補者として推薦を行うまでの間に、修業年限内で課程を修了できなく

なった場合 

※「修業年限内で課程を修了できなくなった場合」とは、修業年限内に学位を取得できなくなった

場合を意味します。 

 

６．留 意 事 項  

 「修士・博士前期課程相当の研究科長等からの推薦書」の推薦理由欄には「修士・博士前期相当にお

ける業績」を記載いただきますが、医学研究科の博士課程に所属する者で医学部から進学した場合にあ

っては「学部における業績」を指します。 

学生生活支援情報ホームページ 

博士課程・博士後期課程第一種貸与奨学生 

（令和 6 年度 1 年次進学者）対象 

日本学生支援機構「返還免除内定候補者」の募集について 

 

学生部学生支援課学生援護係（奨学金担当）（共通教育棟 1 号館 1 階） 

電  話：０９８－８９５－８１３６ 

E-mail：gksygsn@acs.u-ryukyu.ac.jp 

https://slsi.skr.u-ryukyu.ac.jp/gksien/?page_id=26

